
◀ 2023全障研大会プレ企画 ▶ 

特別支援教育の 
条件整備を考える 

　 
国連障害者権利委員会が2022年9月に公表した「日本の報告に関する総括所
見」の教育（障害者権利条約第24条）について、新聞で「分離された特別な教
育をやめるよう要請」との記事が出ました。でも、特別支援学校の現場は、過
大過密で困っています。肢体不自由児の教育では、まだまだ親の負担が大きい
です。こうした現状をどう考えて、改善していくのか、改めて特別支援教育の
条件整備から考えて見ましょう。オンラインによるフォーラムです。一緒に学
んでみませんか。 

報告者① 肢体障害児を持つ親さん（茨城） 
「親から見た肢体不自由児教育の現状と願い」 
報告者② 寺門宏倫さん（茨城・特別支援学校の教員） 
「特別支援学校への就学・転学に関する保護者の意識調査から学ぶ」 
報告者③ 自閉症・情緒学級に通う子どもの親さん（茨城） 
「特別支援学級の現状と課題」 
指定討論者　児嶋芳郎先生（立正大学） 

■申込み　「3月25日学習会」参加希望と記載し、氏名、メールアドレス、電話、居住地（県名）を記載の上
申し込み下さい。後日、参加のためのURLをお知らせいたします。 

申込先　寺門宏倫　coolfuelcoolengine@gmail.com　　締め切り3月18日 

主催　　　全国障害者問題研究会 茨城支部

2023 

3.25土 
15:00～17:00 
入室は14:45から

mailto:coolfuelcoolengine@gmail.com

